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数学Ⅰ （方程式と不等式） 

＜番号＞ 教材名（学習内容） 

＜１＞ 速算いろは     （因数分解の利用）                    pp. 2 - 7 

＜２＞ 数を分類しよう   （有理数・無理数）                           pp. 8 - 9 

＜３＞ ルート定規を作ろう （平方根）                                 pp.10-11  

＜４＞ 標語を作ろう    （不等式の意味・性質）                        pp.12-14  

＜５＞ 解き方フローチャート（２次方程式の解法の理解）                pp.15-16  
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＜１＞ 速算いろは 

 

（１）科目名と単元名 

数学Ⅰ「方程式と不等式」＜整式＞＜実数＞ 

 

（２）学習内容 

ア 因数分解の活用 

イ 実数計算の工夫 

 

（３）教材の目的 

① 因数分解の有用性の感得 

② 計算力の強化 

 

（４）指導時期案 

   ① 因数分解 指導直後 

   ② 授業時間が余った際 

 

（５）指導上の留意点 

   ① 一度に教え過ぎないこと 
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【授業プリント例】 
インド式に負けない  ○ 速算いろは ○ 

※ 足し算 

○ 組み合わせの工夫（１０の束をつくる） 

(例) ３＋８＋６＋２＋９＋７＋４ 

○ 同じ数の利用 

(例) ５＋９＋４＋５＋４＋９＋５＋４ 

○ 基準からの差の利用 

(例) ７８＋８３＋８１＋７７＋８５＋７６＋７７＋８４ 

○ 数列の和の利用 

(例) ２＋８＋１４＋２０＋２６＋３２      ３＋６＋１２＋２４＋４８＋９６ 

 

○ 筆算の工夫 

(例)  ９８６７               ５９７６ 

    ＋８５８６               ＋６７５９ 

 

※ 引き算 

○補数の利用 

(例) ８２４－１８７－２９８－９２         １０００－９９－８９－１９２ 

 

○繰り下がりを避ける（筆算） 

(例)   ６５２              ８２４３ 

  －３７８             －３６５９ 

 

※ ２桁の掛け算 

＜因数分解の利用＞ 

○ (a+b)2 

(例) ３１2             ５２2 

 

○ (x+a) (x+b) 

(例) １２×１５       ２１×６１      ９６×１０７ 

 

○ (x+a) (x-a) 

(例) ３２×２８            ９８×１０２ 

 

○ (x+a)3 

(例) １３3               ２１3 

 

○ (a+b+c)2 

(例) １１２2              ２１３2
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○ 共通因数でくくる 

(例) １２×２１＋１２×９           ６×１７＋６×４３ 

 

○ 分解する 

(例) ３５×８＝３５×２×４          ３５×１６＝ 

 

○ １１から１９までの２数をかける 

(例)  １２               １３ 

  ×１６              ×１５ 

   １２ →２×６ 

  １８  →２＋６＋１０ 

  １９２ 

 

○ 概数の利用 

(例) ２３×１９            １６×５９ 

 

○ １０の位が同じで，１の位の和が１０の場合 

(例)   ３６             ７１ 

   ×３４            ×７９ 

  １２２４ 
   

3×(3+1)  6×4 

○ １の位が同じで１０の位の和が１０の場合 

(例)   ６３             ２６ 

   ×４３            ×８６ 

  ２７０９ 
   

6×4+3  3×3 

○ ５の倍数を掛ける 

(例)１２３４×５         ３５７８×５ 
          ×10÷２ 

 ７６５６×２５       ８４２４×２５ 
           ×100÷4 

  ５３６×１２５       ４８８×１２５ 
          ×1000÷8 

１２×３５         １６×１５ 
      ×70÷２ 

 

○ マス目掛け算 

 (例) １２３４×５６７             ３４５６×７８９ 
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※割り算 

○ ５の倍数で割る 

(例)  ４５０÷２５＝４５０÷１００×４ 

 

１６８０÷３５ 

 

○ １桁の積に分解できる数で割る 

(例) ５１４４４÷１２ 

 

 

※割り切れるかどうかの判断 

・２の倍数 

・３の倍数 

・４の倍数 

・５の倍数 

・６の倍数 

・７の倍数 

・８の倍数 

・９の倍数 

・１０の倍数 

・１１の倍数      ９４７５４ 

 

・１６の倍数 

 

 

※検算 

・１の位に注目する 

(例) １２×３４×２８×２３＝２６２７５３ 

 

・概数で考える 

(例)  ２３×２１＝３９３ 

  １２０×１３＝１５６ 

 

・九去法（９で割ったときのあまりで確認） 

＜各ケタの数の和で確かめる。（１ケタになるまで行う）（９＝０）＞ 

  ３６２３             ６９８６ 

  １２１８            －３７９７ 

＋１８９７            ＋５８１６ 

 ６７３８             ９００５ 

 

  ６９８６ 

 －３７９７ 

 ３１８９ 

 

   ３７４６              ９５４７ 

  × ２８６             ×６８４９ 

１０７１３５６          ６５３９７４０３
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※ 練習問題 

問 (1) ３３×３７ 

  (2) ４２×６２ 

  (3) １４×１７ 

  (4) ２３×９９ 

  (5) ９３×１０７ 

  (6) １２3 

  (7) ２＋５＋３＋７＋８＋４ 

  (8) ６１２－９７－９２ 

  (9) １６2 

 (10) ２４×２５ 

 (11) ３２４００÷１２ 

 (12) ２１×３１ 

 (13) ７４６５＋２８９７ 

 (14) ５１３２－３９４８ 

 (15) ２７×２３ 

 (16) １２×１９ 

 (17) １１３2 

 (18) １２×２９ 

 (19) ３５４１×９１３７ 

 (20) ５３＋５１＋４８＋５６ 

 (21) １＋５＋９＋１３＋１７＋２１ 

 (22) １＋２＋４＋８＋１６＋３２＋６４ 

 (23) ５６2 

 (24) ３１×３３ 
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 (25) ６３×６７ 

 (26) ４５×４３ 

 (27) ８×７×５×１５ 

 (28) ９＋９９＋９９９＋９９９９ 

 (29) ５６×２５ 

 (30) ３８×７２＋７２×６２ 

 (31) １９×４５ 

 (32) ２１×２９ 

 (33) ２９×３１ 

 (34) １６×１２５ 

 (35) １６×１８ 

 (36) ２３2 

 (37) １３×１９ 

 (38) ６１×４１ 

 (39) ３２×２２ 

 (40) ２１×２９ 

 (41) ３の倍数を選べ  １２３６・３４５６ 

 (42) ４の倍数を選べ  ４９２４・７７０８ 

 (43) ６の倍数を選べ  １３５７・２３４６ 

 (44) ８の倍数を選べ  ９０４０・９９９２ 

 (45) ９の倍数を選べ  １２５１・９１２８ 

 (46) １１の倍数を選べ １２９１・８２４１ 

・間違っている計算があれば訂正しなさい。 

 (47) １２×３４×３×８１＝９９１４３ 

 (48) ２９７×２１＝５２３７ 

 (49) ５１４２×２３１４＝１１８９８５８８ 

 (50) ２３４×１２３＝２８８８ 
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＜２＞ 数を分類しよう 

 

（１）科目名と単元名 

数学Ⅰ「方程式と不等式」＜実数＞（整式） 

 

（２）学習内容 

ア 有理数・無理数（単項式・多項式） 

 

（３）教材の目的 

① オープンエンドな発問による，多くの生徒を対象とした動機付け 

② 多面的な見方に触れさせること 

③ 出された意見の正当性に関する議論活動 

 

（４）指導時期案 

   ① 実数（整式）導入時 

 

（５）指導上の留意点 

   ① 新出事項とその特徴が多数の意見に埋没しないようにすること 
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【授業プリント例】 

 

○問 . 次の数字群の中から同じ特徴を持ったものを選び出し，グルーピングしなさい。なお，グルーピン

グした際に注目した特徴を下の ( ) 内に記入しなさい。 

 

 

 

 

 

☆例                  ★グループ 1 

 

 

 

(                    ) (                    ) 

 

★グループ 2              ★グループ 3 

 

 

 

(                    ) (                    ) 

 

★グループ 4              ★グループ 5 

 

 

 

(                    ) (                    ) 

 

★グループ 6              ★グループ 7 

 

 

 

(                    ) (                    ) 

 

 

 

 

※文字群の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数字群： 
2
5 ,  2� ,  －9,  0.12,  6 ,  

3
1 ,  －1.37537537…,  0,  5,   

3 ,  
4
1
� ,  3.25,  

7
1 ,  7,  0.6666…,  1,  －2.5,  π 

文字群  2x2,  7ab+3b3,  5,  3pq,  －2y3,  12,  7xyz,  5a2b－3xy+2y3,  4z3,  －8x2,  

xy2+4xy,  x,  12pq,  3x2,  －9,  10p,  3y3,  －x+4p2q2,  6z,  xy3,  7x4 

         

・
・
・ 
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＜３＞ ルート定規を作ろう 

 

（１）科目名と単元名 

数学Ⅰ「方程式と不等式」＜実数＞ 

 

（２）学習内容 

ア 平方根 

 

（３）教材の目的 

① 平方根に対する認識の深化 

（「循環しない無限小数」も実世界に長さが存在すること） 

（長さのイメージ，大小関係 等の認識） 

 

（４）指導時期案 

   ① 平方根導入時 

 

（５）指導上の留意点 

   ① 作図方法が生徒から出てこない場合の誘導法の準備 
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【授業展開例】 

 

2＝（           ） 
１ 循環しない無限小数であることの確認 

２ この長さはこの世に存在するか、問いかける 

（予想活動。「循環しない無限小数」という不明確な値が本当に存在するのかに焦点をあてる） 

３ 存在することの確認 

４ 今日は 2という長さを目に見えるようにすることを目標にすることの確認 
５ 作図方法を考えるよう、問いかける 

６ １辺の長さが１の正方形の対角線の長さとなることの確認 

７ 3， 5の作図方法を考えるよう、問いかける 
８ これらをまとめると，次のように，ルートの長さを含んだ定規ができることを確認 

 （厚紙で実際に作成させてもよい） 

（ 4が２であることや， 2と 3が１と２の間の数であることなども図を通して認識させることが
できる） 

 

 

 

１ 
2  １ 

１ １ 
１ 3  2  

5  
6  １ 
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＜４＞ 標語を作ろう 

 

（１）科目名と単元名 

数学Ⅰ「方程式と不等式」＜不等式＞ 

 

（２）学習内容 

ア 不等式の意味・性質 

 

（３）教材の目的 

① 不等式の意味の認識の深化 

② 数学的な表現のよさの感得 

 

 （４）指導時期案 

   ① 不等式導入時 

 

 （５）指導上の留意点 

   ① 不等号の性質上，離散量よりも連続量を取り上げたほうがよい 
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【授業プリント例】（実際の実践時は（ ）の部分は消しておいた） 

 

●不等式 

・年齢・身長等の制限があるもの 

(例) （飲酒，喫煙，結婚，選挙権，ジェットコースター … 等） 

 

 

→「（ジェットコースター）」に注目！ 

→(身長が 120 cm) にならないと(ジェットコースターには乗れない)，という意味の標語をつくろう！ 

・「（身長が 120cm未満の方は，このジェットコースターには乗れません）  」 

・「（このジェットコースターに乗れるのは，身長が 120cm以上の方だけです。）」 

・「                                  」 

・「                                  」 

・「                                  」etc.. 

「（x以下）」「（x以上）」 
(xを含んで xより小さい，xを含んで xより大きい) 

「（x未満）」「（xより小さい）」「（xより大きい）」 
(xを含まずに xより小さい，xを含まずに xより大きい) 

・以上より，ジェットコースターに乗れる人の身長を xとすると，xのとりうる値には 

（     120, 125, 163, …      ）などがある。これら xのとりうる値をすべてまとめて， 

（  x≧120   ）という表現で表すことができる。 

 (  xは 120以上のすべての数  )  (< , > , ≦, ≧などの記号を不等号という) 

問 1. ジェットコースターに乗れない人の身長を y cmとすると，yのとりうる値の範囲を不等号を用いて表し

なさい。 

                答（        0＜y＜120          ） 

問 2. 1の位を四捨五入して 50になる数字 zを，不等号を用いて表しなさい。 

答（        45≦z＜55          ） 

 

○以上のことより，x＞a（aは定数）(または，x＜a（aは定数）)という表現によって，  

aより大きい ( aより小さい) 全ての数をまとめて表すことができる。 

また，x≧a（aは定数）(または，x≦a（aは定数）)という表現によって，  

a以上 ( a以下) の全ての数をまとめて表すことができる。 

○これら，不等号の含まれた式を (  不等式  ) と呼ぶ。 
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●不等式を満たす値 

・「x－4＞20」を満たす xを求めなさい。→ x＝(   25, 30, 35…     )など。 

            まとめて書くと→   (   x＞24       ) 

           式変形で求めると→  （x－4 ＞20） 

                     （x－4＋4 ＞20＋4） 

                     （   x ＞ 24 ） 

・「
2
1 x≦15」を満たす xを求めなさい。→ x＝(              )など。 

            まとめて書くと→   (            ) 

           式変形で求めると→ 

 

・「2x＋10＞50」を満たす xを求めなさい。→ x＝(              )など。 

            まとめて書くと→   (            ) 

           式変形で求めると→ 

 

・「－x＞－26」を満たす xを求めなさい。→ x＝(              )など。 

            まとめて書くと→   (            ) 

           式変形で求めると→ 

 

・「－3x＋1＜7」を満たす xを求めなさい。→ x＝(             )など。 

            まとめて書くと→   (            ) 

           式変形で求めると→ 

 

○上記の x のように，不等式を満たす限られた値を，その不等式の( 解 )と呼ぶ。また，この不等式

の ( 解 )を求めることを，（  不等式を解く  ）という。 

 

※上記のように，不等式は式変形によって解くことができるが，その際に以下の不等式の性質に注意す

る必要がある。 

① 『 a＜b ,  b＜c ならば，a ( ＜ ) c 』 

② 不等号をまたいで移行可能である。 

 『 a＜b ならば， a＋c ( ＜ ) b＋c,  a－c ( ＜ ) b－c 』 

(例) 「x＋2＞5」→（ 「x＋2－2＞5－2」 ）→「x＞5－2」→「x＞3」 

③ 正の数をかける (正の数で割る) と，不等号の向きは変わらない。 

負の数をかける (負の数で割る) と，不等号の向きが変わる。 

 『 a＜b ,  m＞0 ならば， ma ( ＜ ) mb 』 

 『 a＜b ,  m＜0 ならば， ma ( ＞ ) mb 』 

 (例) 「2x ≦ 6」→「2x÷2 ≦ 6÷2」→（「2x
2
1
u  ≦ 6

2
1
u 」）→「x ≦ 3」 

 「－x ＜ －3」→「－x×(－1) ＜ －3×(－1)」→「x＞3」 
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＜５＞ 解き方フローチャート 

 

（１）科目名と単元名 

数学Ⅰ「方程式と不等式」＜２次方程式＞ 

 

（２）学習内容 

ア ２次方程式の解法の理解 

イ 判別式の理解 

 

（３）教材の目的 

① ２次方程式の解法の構造的理解 

② ２次方程式の解の公式と判別式の統合的理解 

 

 （４）指導時期案 

   ① ２次方程式の解法と平行して指導 

② 単元終了後のまとめ 

 

 （５）指導上の留意点 

   ① 解法に習熟しないうちに一般化しすぎないこと 
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【授業プリント例】（実際の実践時は（ ）の部分は消しておいた） 

 

☆ 二次方程式の解き方フローチャート ☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（異なる 2つの実数解をもつ） 

因数分解可能？ 

Yes 

因数分解して， 

「ab＝0ならば（  a＝0,  b＝0  ）」 

を利用して解く。 

No 

（bは偶数？） 

 

二次方程式 ax2＋bx＋c＝0 

(a, b, cは( 実数 ), ( a≠0 )) 

x＝
¸
¸
¹

·
¨
¨
©

§ �r�
a

acbb
2

42

 

Yes No 

( ルートの中の値に注目 ) 

（ b2－4ac＝0 ） 

（ (b’)2－ac＝0 ） 

（重解をもつ） （実数解をもたない） 

(b’＝
2
b

),  x＝
¸
¸

¹

·

¨
¨

©

§ �r�
a

acbb 2)'('  

（ b2－4ac＜0 ） 

（ (b’)2－ac＜0 ） 

（ b2－4ac＞0 ） 

（ (b’)2－ac＞0 ） 

 

（ b2－4ac, (b’)2－ac 

を判別式と呼び， 

Dで表す ） 


